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韓日對照硏究 主 判斷根據 質 違 命題 對 話者ようだ と らしい の は に の の い と に する の、

態度 二 觀点 分析 行 尙美淑 判斷根據 質 違 觀点の つの から が われてきた は の の い の か。

判斷根據 直接的 話者 感 経驗 主觀的 場合ら が であっても の じ などの な には ようだ と、 、 、

用 判斷根據 直接的 話者 觀察 推定が いられるが が であっても の や などのような、

客觀的 場合 用な には ようだ らしい が いられると、

述 對 判斷根據 伝聞 噂 間接的 場合べた それに し が などの な には らしい と。 、 、 、

用 述 尙 命題 對 話者 態度 觀点が いられると べている さらに は に する の の。 、 、

判斷根據 質 違 觀点 用から の の い の からは らしい が いられるところに ようだ が また よ、 、

用 用 場合 述 場合うだ が いられるところに らしい が いられる があると べている この ようだ。 、

使 話者 判斷 感 强 感 述 使 他人を うことで の という じを く じると べ らしい を うことで のことを、

言 感 受 述 金東郁 命題 對 話者 態度っているような じを けると べている また は に する の。 、

觀点 話 手 自分 判斷及 判斷 示 命題 內の から ようだ と は し が の び が す の、 、

容 對 主体的 叙述態度 取 話 手固有 判斷 意識 判斷に して な を り し の であるという があるため の、 、

最終的 責任 話 手 暗黙的 認 態度 表 述 對な が し にあることを に める を すと べている それに し。 、 ら

話 手 自分 判斷及 判斷 示 命題內容 對 客觀的しい と は し が の び が す に し な、
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叙述態度 第 者的態度 取 判斷 最終的 責任 話 手 暗で を るため の な が し にないことを にほのめか、

態度 表 述 高銀振 命題 對 話者 態度 觀点 話者す を すと べた また は に する の の から が。 、 、

命題 直接的 影響 受 判斷 場合 命題 對 關心 場合に な を けると した または に し がある には、

用 對 話者 命題 直接的 影響 受 判斷 場合が いられるのに し が に な を けないと した また、

關心 場合 用 述 日本語 寺は がない には が いられると べた においては、 、 。 、

村 益岡 判斷根據 質 違 觀点 違 述などが の の い の から ようだ と らしい の いを、

寺村 益岡 判斷根據 直接的 場合 用べている は が である には ようだ が いられる。 、

對 判斷根據 間接的 場合 用 述 命題のに し が な には らしい が いられると べている また に、 。 、

對 話者 態度 觀点 早津 事態 對 發話主体 心的態度 種類する の の から は に する に として、

述 一 判斷 對象 事態 判斷 內容 自分 近 捉があると べた つは の とする や の を に いものとして えよ。 、

態度 態度 一 判斷 對象 事態 判斷 內容 自分うとする ひきよせ の と もう つは の とする や の を、 、

一定 距離 捉 態度 態度 述 本稿から の をおいて えようとする ひきはなし の であると べた で。

金 命題 對 話者 責任感 違 高 命題 對 話者 影響力 關は の に する の の いや の に する の や、

心度 違 分析 早津 下位槪念 考の いによる は の ひきよせ と ひきはなし の であると え、

話者 事態 命題 對 態度 取 場合 話者 事る なぜならば が に し ひきよせ の を る というのは が。 、 、

態 命題 責任感 感 場合 命題內容 話者 何 影響 受 場合 關心に を じる や に が らかの を ける や がある

場合 話者 事態 命題 對 態度 取 場合であるからである また が に し ひきはなし の を る という。 、

話者 事態 命題 責任感 感 何 影響 受 關心 場合のは が に を じず らかの も けず また がない であ、 、 、

早津 話者るからである の ひきよせ と ひきはなし では が ひきよせ と ひきはなし。 、

起 理由 事情 言及 本稿 理由 事情を こす などについてはそれほど されていないが では その や、 、 、

含 意味 早津などを めた ひきよせ ひきはなし という で の ひきよせ ひきはなし、 、 、

區別 何 理由 態度 取 場合 命題 對 近 態とは し らかの で ひきよせ ひきはなし の を る を に し い、 、

度 取 意味 近 呼 何 理由 態度 取 場合 命題 對を るという で と び らかの で ひきはなし の を る を に、

遠 態度 取 意味 遠 呼 本稿 近 遠 槪念 態度し い を るという で と ぶことにする の の はそのような。

近 遠 取 背景 提示 点 早津 區別か を る を している で の ひきよせ ひきはなし とは さ、

れる。

以上 判斷根據 質 違 命題 對 話者 態度 觀点 先行硏究 述の の い と に する の の から を べてき、

以上 先行硏究 判斷根據 直接的 場合 話者 命題 近 態度 捉たが の をまとめると が な と が を の で、 、

場合 用 對 判斷根據 間接的 場合える には ようだ と が いられるのに し が な、 、

話者 命題 遠 態度 捉 場合 用と が を の で える には らしい と が いられると、

一般的 考 判斷根據 直接的 場合 話者 自分 直接得 根據いうことになる に えて が な には は が た。 、

基 推量判斷 近 態度 取 思 逆 判斷根據 間接的に づき するため の を りやすいと われる に が な、 。 、

場合 話者 自分 他者 得 根據 基 推量判斷 遠 態度には は からではなく から た に づき するため の、 、

取 思 意味 本稿 判斷根據 直接的 話者 命題 對を りやすいと われる そういう で では が で が に し。 、 、
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近 態度 取 場合 判斷根據 間接的 話者 命題 對 遠 態度 取 場合の を る または が で が に し の を る、 、

二 觀点 同 方向 考 当然 話者 判斷根據 直接的つの は じ であると える しかし のことながら は が。 、 、

何 理由 遠 態度 取 場合 得 同樣 話者 判斷根據であっても らかの によって の を る もあり る に は。 、

間接的 何 理由 近 態度 取 場合 得 本稿 場が であっても らかの によって の を る もあり る では この。 、

合 二 觀点 同 方向 考 發話場面 判斷根據 質 違つの は じ でないと える つまり において の の、 。 、 、

命題 對 話者 態度 二 觀点 同 方向 場合 場合い と に する の の つの は じ の もあれば それでない も、

上 上 先行硏究 二 觀点 同 方向 場合 言及ある しかし で げた では つの が じ の については されてい。 、

何 理由 二 觀点 同 場合 言及 言 換るが らかの で つの が じでない については されていない い えれ、 。

判斷根據 直接的 遠 態度 取 場合 判斷根據 間接的 近 態度 取ば が で の を る または が で の を る、 、

場合 推量判斷形式 用 言及 以下どのような が いられるのかについては されていない の、 。

見を られたい。

晝休 淸掃會社 方 電話 入 遊佐 何 事情 休 取みに の に を れてみると は か があって みを った、 よ

うだ らしい。 待 男っている

箱 輕 輕 見 金 入は かった いところ ると も っていねえ。 、 ようだな らしいな。 動物

晝休 淸掃會社 方 電話 入 分 判斷根據 電話 聞は みに の に を れてみると から かるように は で

內容 判斷根據 間接的 用 韓いた であり は であるが らしい だけでなく ようだ も いられ、 、 、 、

國語 用においても だけでなく も いられる また は、 。 、

話者 感覺 輕 基 推量判斷 判斷根據 直接的の かった に づく であり は であるが ようだ だけで、 、

用 韓國語なく らしい も いられ においても だけでなく、 、

用 判斷根據 直接的 何 理由 話者 命題 對 遠も いられる これは が であっても らかの で は に し。 、

態度 取 判斷根據 間接的 何 理由 話者 命題の も りうるからであり また が であっても らかの で は に、

對 近 態度 取 判斷根據 間接的 遊佐 休し の も りうるからである は が であるが の みによって。 、

遊佐 仕事 話者 回 何 影響 受 場合 話者 命題 對 近の まで に ってくるなどの らかの を ける は に し の、

態度 取 判斷根據 直接的 箱 金 入 狀況 話者も りうる また は が であるが にお が っていない に。 、 、

何 影響 受 判斷 場合 遠 態度 取 二 觀が らかの も けないと した は の も りうる つまり は つの。 、

点 同 方向 場合 含 例 場合 推量判斷形式 許容度 差が じ でない が まれている であり この の に はあ、 、

るものの 複數 推量判斷形式 許容 分の が される から かるように ようだ らしい と。 、

結果 場合 人中 人 人 自然 答アンケートの の ようだ は らしい は が であると えた また、 、 、 。 、
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推量判斷形式 分析 判斷根據 質の の においては の の、

違 命題 對 話者 態度 同時 見 必要 思い だけでなく に する の も に ていく があると われる、 。

表 見 表 使 文 對譯文庫また を られたい は ようだ と らしい が われている を か、 。

取 出 韓國語 風 譯 調ら り し それが でどういう に されているのかを べ、 まとめたものである、 。

表 對譯文庫 韓日推量 形式 對応からみた モダリティ の

日本語韓國語 ようだ らしい

他その

表 譯をみると ようだ は だけでなく でも され また、 、 、

譯 分らしい は だけでなく でも されることが かる、 。

表 分 金 述からも かるように などで べられているように ようだ は、 、

完全 對応 分と らしい は と に しているのではないことが かる つま、 。

上述 先行硏究 判斷根據 質 違 命題 對 話者 態度り した のような つまり の の い と に する の、 、

片方 分析 少 以下 二 疑問 殘の だけによる では なくとも の つの が る、 。

疑問 判斷根據 直接的 話者 命題 對 近 態度 取 場合 兩觀点まず は が で が に し の を る、 、

方向 同 場合 判斷根據 直接的 話者 命題 對 遠 態度 取 場合 兩觀の が じである と が で が に し の を る

点 方向 同 場合 推量判斷形式 許容度 差 見 疑問の が じでない とでは の に が られるかどうかという

判斷根據 間接的 話者 命題 對 遠 態度 取 場合 兩觀点 方向である これは が で が に し の を る の。 、

同 場合 判斷根據 間接的 話者 命題 對 近 態度 取 場合 兩觀点 方が じである と が で が に し の を る の

向 同 同樣 疑問 二 觀点 優先順位が じでない においても のことがいえる また は つの に が。 、

疑問 判斷根據 直接的 場合 話者 命題 對あるかどうかについての である つまり が な で が に し。 、

遠 態度 取 場合 判斷根據 間接的 話者 命題 對 近 態度 取 場合の を る または が で が に し の を る の、

兩觀点 方向 同 場合 韓日兩言語 推量判斷形式 觀点ように の が じでない の はどっちの によってよ、

優先的 選擇 疑問 優先順位 韓日兩言り に されるのかという である さらに もし があるとしたら。 、

順 人中 人 人 人 人 場合の に であった の よう、 、 、 。 、

人中 人 人 自然 答だ は らしい は が であると えた また、 。 、

順 人中 人 人 人 人は に であった、 、 、 。

使 表現 韓國語 翻譯 可能 表 對譯ようだ らしい が われている は ではいくつかの が であるが は、 、

文庫 譯 韓國語 數 實際 複數 翻譯 可能 思で されている のみを えたものである は の が であると われる。 。
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語 違 疑問 本稿 實施において いがあるのかどうかについての である そこで ではアンケートを。 、

二 疑問 明 目的 發話場面 樣 狀況 考し つの を らかにすることを とする においては 々な が えら、 。 、

話者 樣 狀況 話者 解釋 自分 置 狀況 樣 表現形式れ はその 々な を なりに し の かれている を 々な の、 、

中 自分 一番適切 思 表現形式 選 發話 樣 狀況 話者で にとって だと う を んで する ここで 々な を、 。

解釋 本稿 立場 說明 話者 自分 置 狀況なりに する というのは の から すると が の かれている の、 、

判斷根據 解釋 態度 命題 捉 同 狀況をどのように し どのような で を えるかということである じ、 。

狀況 捉 話者 狀況 捉 方 違 同 狀でも その を える によって の え も ってくるからである つまり じ、 。 、

況 話者 違 推量判斷形式 用 本稿 大勢でも によって う を いりうるということである そこで では。 、

人 實施 推量判斷形式 選擇傾向 分析 場合の にアンケートを し の を する そして どのような に、 。 、

推量判斷形式 一番合理的 用 考察 本稿どのような が に いられるのかを する つまり では コン。 、 、

讀 判斷根據 質 違 命題 對 話者 態度 二 觀点 含テクストを めば の の い と に する の の つの を んでい

判斷 內容 實施 場合 推量ると される のアンケートを することによって どのような にどのような、

判斷形式 用 分析 分析結果がよく いられるのかを する その から ようだ らしい。 、

意味特徵 明 詳細 次章の を らかにする アンケートの については で。

述べる。

硏究方法

目的アンケートの

本稿 實施 上述 疑問 疑問 分析及 考察 目的で したアンケートは した と の び を とす、

判斷根據 質 違 命題 對 話者 態度 二 觀点 同 方向 判る の の い と に する の の つの が じ であると。

斷 場合 同 方向 判斷 場合 推量判斷形式 選擇傾向 分析 二される と じ でないと される の の を し つ、

觀点 關連性 考察 二 觀点 關連性 二 觀点の の について する ここで つの の とは つの がそれぞれ。 、

形式 選擇 互 影響 合 同 方向 場合モダリティ の において いに し うということである もし じ の の。 、

推量判斷形式 選擇傾向 同 方向 場合 推量判斷形式 選擇傾向 比 許容度 著の が じ でない の の に べ が

高 低 二 觀点 互 影響 合しく かったり かったりするのであれば つの は いに し っているといえる、 疑

問 兩觀点 同 方向 判斷 場合 觀点 推また が じ でないと される どっちの がよりそれぞれの。 、 、

量判斷形式 選擇 決定 影響 与 調 二 觀点 優先順位 韓の の に を えるのかを べ つの に があるとしたら、 日

兩言語 差 考察 判斷根據 質 違 觀点にその があるのかどうかについて する もし の の い の か。 、 ら

分析結果 命題 對 話者 態度 觀点 比 推量判斷形式 選擇 差 顯著の が に する の の に べ の の が であれ、

推量判斷形式 判斷根據 質 違 優先的 選擇 疑ば その は の の い によってより に されるといえる、
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問 疑問 疑問 目的 關連 次章 詳 述とアンケートの との については で しく べ。 る。

內容アンケートの

本稿 日韓對譯文庫 例では から ようだ らしい の、

探 出 判斷根據 質 違 命題 對 話者 態度 兩觀点 含 思を し し の の い と に する の の を んでいると、

文章 個われる を 選擇 調査 行 例文 尙 金し アンケート を った アンケートの は、 。 、

高 寺村 早津 踏 判斷根據 質 違 觀点などを まえて の の い の、 、 、 、

判斷根據 直接的 場合 直接的 主觀的 場合 直接的 客觀的 場合 分は が である を かつ な と かつ な に、

間接的 場合 伝聞 意味 弱 間接的 場合 伝聞 意味 强 間接的 場合け である を の が い な と の が い な に、

分 命題 對 話者 態度 觀点 話者 命題 對 近 態度 取けた また に する の の は が に し の を りやす。 、 、

場合 遠 態度 取 場合 分 二 觀点 含 考い と の を りやすい に けた すると つの を んでいると えられる。 、

例文 以下 八 分類アンケートの は のように つに される。

判斷根據 直接的 主觀的 命題 對 近 態度 取 場合が かつ で に し の を りやすい 以下 直 主・ ・、

近 遠 呼と ぶ

判斷根據 直接的 主觀的 命題 對 近 態度 遠 態度 取 場合が かつ で に し の とも の とも れる 以

下 直 主 近 遠 呼・ ・ と ぶ、

判斷根據 直接的 客觀的 命題 對 近 態度 取 場合が かつ で に し の を りやすい 以下 直 客・ ・、

近 遠 呼と ぶ

判斷根據 直接的 客觀的 命題 對 近 態度 遠 態度 取 場合が かつ で に し の とも の とも れる 以

下 直 客 近 遠 呼・ ・ と ぶ、

判斷根據 間接的 伝聞 意味 弱 命題 對 近 態度 取 場合が かつ の が く に し の を りやすい、 以下、

間 伝聞弱 近 遠 呼・ ・ と ぶ

判斷根據 間接的 伝聞 意味 弱 命題 對 近 態度 遠 態度 取が かつ の が く に し の とも の とも れる、

場合 以下 間 伝聞弱 近 遠 呼・ ・ と ぶ、

判斷根據 間接的 伝聞 意味 强 命題 對 近 態度 取 場合が かつ の が く に し の を りやすい、 以下、

間 伝聞强 近 遠 呼・ ・ と ぶ

判斷根據 間接的 伝聞 意味 强 命題 對 近 態度 遠 態度 取が かつ の が く に し の とも の とも れる、

場合 以下 間 伝聞强 近 遠 呼・ ・ と ぶ、

上述 本稿 實施 例文 判斷根據 質 違 命題 對したように で したアンケートの は の の い と に す、

紙幅 都合上 全 例文 提示の ての は しない、 。
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話者 態度 二 觀点 含 思 例文 例文 判斷根據る の の つの を んでいると われる である アンケート の。

質 違 命題 對 話者 態度 判定 筆者 筆者の の い と に する の の は によるものであり はコンテクス、

讀 一般的 風 判斷 思 例文 例 選トを めば にそういう に されると われる をアンケートの として ん、

項目 筆者 設定 項目 對 客觀性 懸念 部分だ アンケートの を が しているので に する が される もある。

分析結果 筆者 設定 項目別 推量判斷形式 選擇かもしれない しかし アンケート が した の の に。 、 、

一定 傾向 見 被驗者 大体 筆者 同 判定の が られれば それは の も と じような をしたということにな、

本稿 實施 筆者 設定 分類別 推量判斷形式 選擇傾向る つまり で したアンケートは が した の の。 、 、

調 目的 同時 筆者 設定 例文 判定 被驗者 聞 目的を べるための と に が した の を に くという もあるので

ある。

以下 例文 風 判定 理由 例では アンケート をそういう に した についてアンケートの、 示を しなが

說明 判斷根據 直接的 話者 得 根據 間接的ら する まず が であるということは から た であり。 、 、 、

他者 得 根據 以下 例文 太字 筆者 例文 分であるということは から た である の は が をそのように。 、

類 判定 根據 表した の を す。

私 手袋 言 晴美 大 身震でも は と いかけて は きく いした 自分 重大 失言きっと が な を。 、

氣 今度 君 逃したことに がついたのだろう こそ も げるわけにはいかない。 ようだねらしいね。

工場 被害調査班 聞の のメンバーに くと 瞬間最大電流は キロアンペアもあった、 、 よう

だ らしい。

筆者 判斷根據 直接的 間接的 判斷 太字は の は であり は であると した の のとこ、 。

判斷 根據 話者 相手 發話 樣子 話者ろがそのように した となっている は が の や から つまり の。 、

視覺 捉 根據 基 推量判斷 判斷根據 直接的で えた を にして しているので の は である それに、 。

對 太字 工場 被害調査班 聞 分 推量判斷 根據し は の の のメンバーに くと から かるように の、

他者 判斷根據 間接的は からのものであるので の は である、 。

判斷根據 直接的 主觀的 話者 感 経驗 判斷根さらに が かつ であるということは の じや などが、 、

據 場合 判斷根據 直接的 客觀的 話者 視覺となっている であり が かつ であるということは の な、 、

通 觀察 得 根據どを じた などから た である。

積 上 私 移動み げられたまま はまた している、 ようだった らしかった 。切 目 細れ のない かな

太字 使 推量判斷形式 下線 引アンケートでは は っていない に を いているだけである、 。 。

一般的 發話時 現在時 話 手 心的態度 定義 判斷時 過去に モダリティ は における し の と されるが が の、 、

場合 判斷時 發話時 現在時 比 性 落 過去時 話 手 心的態度は が に べモダリティ は ちるが における し の と、 、

意味 本稿 過去時 話者 心的態度 場合 硏究對象 發話時いう で では の の の も とした すなわち の ようだ、 。 、

過去時 硏究對象 判斷時 時制らしい だけでなく の ようだった らしかった も とした の とモダリ、 。

性 別稿 述ティ については で べたい。
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振動 時 搖 中 私 滿足と 々やってくるゆっくりとした れの で は しきっていた、 。

齋場 側 窓 白 淚 拭 十七 八 少女の の に いハンケチでしきりと を いている ・ の を、 私 見は た 拭。

拭 淚 溢いても いても が れてくるようだ らしい。

判斷根據 出所 話者自身 得 点 判斷根據 直接的と の の は から られたという で は である、 。

判斷根據 話者自身 体 外 言 換 視覺 通 外 事態しかし の は の の から い えれば などを じた の か、 、

太字 分 話者 感 得 根據 判斷根據 主觀的らではなく から かるように の じから た であり は であ、 、

對 判斷根據 太字 私 見 分 判斷根據 話者 視る それに し の は の は た から かるように は の。 、 、

覺 通 捉 外 事態 判斷根據 話者 視覺 通 外 事態を じて えた の である つまり の は の を じて の を。 、

捉 判斷根據 客觀的えており は である、 。

判斷根據 間接的 伝聞 意味 强また が で の が いというのは によると という などのよう、 、

判斷根據 出所 明 他者 話者 伝 聞 判斷根據 扱に の が らかに のものであり はただの え きとして を う、

場合 對 判斷根據 間接的 伝聞 意味 弱 判斷根據 他者である それに し が で の が いというのは は。 、 、

判斷根據 話者 判斷 入 扱 場合のものであるが を の が っているものとして う である、 。

工場 被害調査班 聞の のメンバーに くと 瞬間最大電流は キロアンペアもあった、 、 よう

だ らしい。 再揭

收穫 殺 男 時 妙 女でもなんか はあったかね うん された のところへは に な がやってきた。 。 、

省略 警部 額 縱皺 寄 言らしい は の を せながら った。 、 。 それでは、今後 幸運 惠もまた に ま

警察れて をリードできたようだな らしいな。

判斷根據 他者 情報 判斷根據 間接的 話者の は からの であり は である しかし の、 、 。 、

他者情報 受 入 對 太字 分は をそのまま け れているのに し では の それでは から かるように、 、

他者 得 情報 話者 自分 解釋 推量判斷 点 異から た を が なりに し しているという で なる つまり。 、

判斷根據 他者情報 受 入 判斷根據 伝聞 意味 强 間接は である をそのまま け れているので は の が い、

的根據 對 判斷根據 他者情報 受 話者 解である それに し は である をそのまま けいれず なりの。 、

釋 入 受 入 判斷根據 伝聞 意味 弱 間接的根據を れて け れているので の は の が い である。

以上 判斷根據 質 違 觀点 用 用語 說明 次 命題 對の の い の で いる について したが は に する、 、

話者 態度 觀点 用 用語 說明 本稿 命題 對 話者 態度 話の の で いる について する では に する の を。

者 命題 對 近 態度 取 場合 近 態度 遠 態度 取 場合 二が に し の を りやすい と の とも の とも れる の つ

分 近 遠 近 遠に け それぞれ、 、 表記 話者 命題 對 近 遠 態度 取と している が に し の を。 、

命題 對 話者 近 態度 取 判斷 一般的 職業關係 話者 相手 間柄に し が の を りやすいと されるのは に や と との に、

判斷 遠 態度 取 判斷 文脈 判斷 場合 多よって されやすいが の を りやすいと されるのは だけでは しくい が い、

思 本稿 命題 對 話者 態度 近 態度 取 場合 近 態度と われる そのため では に する の を の を りやすい と の と、

遠 態度 取 場合 二 分 遠 態度 取 思 文脈 今後も の とも れる の つに けた の を りやすいと われる については の。
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場合 話者 命題內容 何 影響 受 認識 場合 話者 命題る とは が から らかの を けると した または が に、 、

關心 場合 對 近 遠 態度 取 場合 話者 置がある などである それに し の を る とは が かれている。 、 、

狀況 話者 命題 對 近 態度 遠 態度 取 場合 以下によって が に し の とも の とも れるような である で。

例文 用 筆者 例文 近 遠 近 遠 判定は アンケートの を い がアンケートの を または と した、 、 、

根據 說明について する。

省略 麻藥密輸 件 彼女 一役買 思 節の では も っていたのではないかと われる がある それ、 。

他 戀人 逃 出 彼 裏切 者 見 狙を の ができて げ したらしいから らから り と なされて われたと、 、

無理 戀人 手 死しても はないかもしれん その はどうしたのだ それもやつらの にかかって。

んでしまったようだよ らしいよ。

家 中 告別式 讀経 終の では ちょうど の が わったところの、 ようだ らしい 生垣 門 猫の から の。

額 弔問客用 通路 作 遲 到着 會葬者 人燒香 順番ほどの の が られていて れて した が の を、 、

待っていた。

筆者 命題 對 話者 態度 近 遠 近 遠 判斷は の に する の は であり は であると し、 、

警察同士 事件 關 會話 警察官 話者 事件 內容 命題 對た は の に する であり である は の に。 、

職業柄上近 態度 取 思 職業柄上 事件 內容 命し の を りやすいと われるからである それは の、 。 、

題 話者 多大 影響 受 對 話者 告別式 讀経 終に が な を けるからである それに し の は の が。 、

事態 命題 對 近 態度 遠 態度 取 話者 告別式 參加 參わった に し の とも の とも れる もし が に する。

列者 話者 近 態度 取 話者 告別式 家 前であれば は の も れるが もし がたまたま をやっている の を、 、

通 人 話者 命題 對 遠 態度 取 思 本りかかっていた であれば は に し の も れると われるからである、 。

稿 近 態度 取 遠 態度 取 表現 使 近 態度 取では の を るあるいは の を るという を わず の を りや、 、

遠 態度 取 表現 使 一般的 常識的 話すい の を りやすいという を っている これは にあるいは に、 。 、

者 職業 置 狀況 命題 對 態度 予測の や かれた によって に する を することはできてもそれはそういう

立場 取 取 可能性 問題 意味を りやすいあるいは りにくいという の であるからである そういう で。

本稿 近 態度 取 場合 近 遠 表記 近 態度 遠 態度 取では の を りやすい を と し の とも の とも れ、 、

場合 近 遠 表記る を と している。

對象及 方法アンケートの びアンケート

韓國語 場合 高校 年生の は の 人 日本語 場合 筑波大學大學生 人 被驗者を の は を、

課題としたい。

被驗者 高校性 類似語 意味分化 判定能力 懸念 部分 高校が で の の が される もあるかもしれないが は、

進學名門校 大學生 差 筆者 判斷の で との はそれほどないと は した。
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方法 韓國人 韓國語 書 用紙とした また アンケートの としては には で かれているアンケート。 、

日本人 日本語 書 用紙 渡 許容 思 表現形式 丸を には で かれたアンケート を し できると われる に、 、

場合 許容 丸をつけてもらい この できるのであれば はいくつつけてもよいとした また もし、 、 。 、

可能 丸 表現形式 中 自然 思 表現形式 星であれば をつけてもらった の でより であると われる に マー

クをつけてもらった 。

疑問 檢証 考察の と

檢証方法

疑問 本稿 取 上 兩觀点 同 方向 場合 同 場合 推量判斷形は で り げている が じ の と じでない 、

式 許容度 差 疑問 本稿 判斷根據 命題 對の に があるかどうかという である そこで では と に する。 、

話者 態度 同 方向 場合 判斷根據 直接的 近 遠 態度 取 場合の が じ である つまり が で の を る ま、

判斷根據 間接的 近 遠 態度 取 場合 兩觀点 方向 同 場合たは が で の を る と の が じでない つま、

判斷根據 直接的 近 遠 態度 取 場合 判斷根據 間接的 近 遠 態度り が で の を る または が で の、 、

取 場合 言語形式 選擇 傾向 探を る のそれぞれ の の を る。

分析及 考察び

以下 兩觀点 同 方向 思 例 同 方向 思の は が じ であると われる であり は じ でないと、 、

場合 例われる の である。

話 聞 場所どうだ その を かせてくれないか こういう ではどうですかしら さすが。

晴美に はちょっとためらっているようだった らしかった。

家 中 告別式 讀経 終の では ちょうど の が わったところの、 ようだ らしい 生垣 門 額の から。

弔問客用 通路 作 遲 到着 會葬者 人燒香 順番ほどの の が られていて れて した が の を、 、

待っていた。 再揭

工場 被害調査班 聞 瞬間最大電流の のメンバーに くと は キロアンペアもあった、 、 よ

うだ らしい。 再揭

省略 少 派手 痴話 程度 受 取さんは 々 な げんかだな という にしか け らなかった、 、 よう

だ らしい 時 信子 殺しかし その もしかしたら は されたかもしれない というわけで。 、 、 、

結果 星 付 被驗者 殆アンケートの マークを けた は どいなかった、 。
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省略 私 氣 男 存在す にとって がかりなのは その の です。 、 。

話者 觀察 判斷 判斷根據 直接的 客觀的は の による であり は かつ であるが は その、 、

話 聞 分 話者 相手 質問 常識的 質問を かせてくれないか から かるように は に をしており に し、

相手 行動及 言葉 話者 關心 持 思 命題 對 話者た の び に は を つと われる そのため の に する。 、

態度 近 態度 取 二 觀点 同 方向 直 客 近 遠 對の は の を りやすく つの は じ である ・ ・ それに。

告別式 讀経 終 事態 何 影響 受 人 近 態度 取し は の が わった に らかの を ける であれば の を、 、

何 影響 受 人 遠 態度 取 思 同りやすく の も けない であれば の も れると われるので は じ、 、 、

方向 場合 含 直 客 近 遠 二 觀点 同 方向 場でない も まれている ・ つの が じ である の、 。

合 人中 人 人 選擇 傾向 見ようだ は らしい は で ようだ を する が られた それに、 、 、 。

對 同 方向 場合 含 場合 人中 人し じ でない も まれている の ようだ が らしい、 、 、 、

人 選擇 差 見 判斷根據が で ようだ と らしい の の はそれほど られなかった また の、 。 、

聞 分 判斷根據 伝聞 意味 强 間接的 根據は に くと という から かるように は の が い な であ、

話者 工場 關係者 工場 事故 影響 受 人 近 態度るが は が の のように の で を ける であれば の、 、

取 何 影響 受 人 遠 態度 取 思 兩觀点を りやすく の も けない であれば の も れると われ は、 、 、

同 方向 判斷 場合 例 含 間 伝聞强 近 遠 對が じ であると される の も まれている ・ ・ それに し。 、

私 氣 分 話者 命題 對 關心 持は にとって がかりなのは から かるように は に し を っており、 、

話者 命題 對 近 態度 取 思 間 伝聞强 近 遠 兩觀点 同は に し の を りやすいと われる ・ ・ が じ。

方向 場合 例 含 場合 人中 選 人 人の の が まれている の ようだ を らんだ は わずか、 、 、

人 對 兩觀点 方向 同 場合 人で らしい は もあった それに し の が じでない の、 。 、 、

中 選擇 人 人 選擇 人 人 兩觀点 同 場ようだ を した は で らしい を した は で が じである、 、 、

合 比 選擇 差 兩觀点 同 方に べ ようだ と らしい の の はそれほどなかった から が じ。 、

向 場合 場合 比 選擇 差 著である はそうでない に べ ようだ と らしい の の が しいことが、

確認 二 觀点 同 方向 場合 相乘効果 起 推量判斷形式できる これは つの が じ である が こり の。 、 、 、

選擇 差 著 兩觀点 同 方向 場合 兩觀点 同の が しくなったからである また が じ でない は が。 、 、

場合 比 選擇 差 見 互 觀じである に べ ようだ と らしい の の はそれほど られないが これは いの、

点 妨が げになったからである。

次 韓國語 推量判斷形式 見は の を てみよう。
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旣 述 兩觀点 同 方向 人中に で べたように が じ である は が、 、 、

人 人 人 人 對 兩觀点 方が が が であった それに し の、 、 、 。 、

向 同 場合 含 人中 人 人が じでない が まれている は が が、 、 、

人 人 兩觀点 同 方向 人が が であった また が じ である は、 。 、 、

中 人 人 人 人が が が が であった それに、 、 、 。

對 兩觀点 方向 同 場合 含 人中 人し が が じでない が まれている は が、 、 、

人 人 人 分が が が であった から かるよう、 、 。

兩觀点 同 方向 場合 推量判斷形式 選擇 差 見 兩に が じ である は それぞれ の に が られるが、 、 、

觀点 同 場合 含 場合 推量判斷形式 差が じでない が まれている のそれぞれ の は ほどではない

確認 日本語 同樣 兩觀点 同 方向 場ことが できる これは の ようだ らしい と に が じ である。 、 、

合 相乘効果 二 觀点 意味特徵 明 現 意味特徵 合 推量判には その で つの の が らかに れ その に った、 、

斷形式 用 對 合 推量判斷形式 用は いられやすいのに し わない は いられにくいからである その、 。

結果 推量判斷形式 選擇 差 著 思 兩觀点 同それぞれ の の が しくなったと われる また が じでな、 。 、

場合 含 場合 推量判斷形式 差 見い が まれている は それぞれの の がそれほど られなかったが、 、

兩觀点 意味特徵 互 妨それは の が いに げになったからである。

以上 判斷根據 質 違 命題 對 話者 態度 含 思 例 提の の い と に する の を んでいると われる を、

示 許容度 述 兩觀点 含 思 全 例文し その について べたが を んでいると われるアンケートの ての、 、

許容度 平均 表の の をまとめると のようになる。

表 表 數字 分類別 例文 判斷形式 許容度 足 分類別 例文 數の は の のそれぞれ の を し その の の で、 、

割 平均値 出 結果り を した である、 。
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表 兩觀点 含 分類別 許容度を んでいる の

凡例 全回答者 人 人以上 人 人 人以下

兩言語
兩觀点を

含 分類んだ

日本語 韓國語

ようだ らしい

直 主・
近 遠 人

近 遠

直 客・ 近 遠

近 遠

間 伝聞弱・ 近 遠

近 遠

間 伝聞强・ 近 遠

近 遠

表 判斷根據 質 違 觀点 分析結果の の い の からの

兩言語

判斷根據

日本語 韓國語

ようだ らしい

直接
主觀的 人

客觀的

間接
伝聞弱

伝聞强

表 分析 日本語 場合 見 表 全体的を してみよう まず の から てみよう をみると に。 、 。

判斷根據 直接的 場合 許容度 高 間接的 場合 許容度が な には ようだ の が く な には らしい の、

高 話者 命題 對 近 遠 態度 取 場合 用が い また が に し の を る には ようだ がよく いられる。 、 。

對 近 遠 比 近 遠 場合 用 話者 命題それに し に べ の に らしい がよく いられることから が、 、 、

對 遠 態度 取 場合 用 言 表 詳に し の を る に らしい がよく いられると える をさらに しくみ。

判斷根據 直接的 主觀的 場合 話者 命題 對 態度 關係ると が かつ な には の に する にあまり なく、 、 、

許容度 高 判斷根據 主觀的 場合 殆 話者 感 基 判斷ようだ の が い これは が な の どは の じに づく。

命題 話者 關 多 場合 話者 命題 對 近 態度 取であり は に するものが く この は に し の を りやす、 、 、

意図的 自分 他人 語 場合くなるからである に のことを のことのように ることもあるが そういう。 、

多 思 直 主 客 近 遠 場合はそれほど くないと われるからである また ・ ・ の に ようだ の。 、

許容度 非常 高 判斷根據 直接的 主觀的 場合 比 判斷根據 直接的 客が に い が かつ な に べ が かつ。 、

調査結果 平均人數アンケート の である。
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觀的 場合 話者 觀察 基 推量判斷 多 主觀的 場合 遠 態度な には の などに づく が いので な より の、 、

取 場合 多 判斷根據 主觀的 場合 比 許容度を る が くなる そのため が な に べると ようだ の は。 、 、

下 逆 上 判斷根據 間接的 場合 全体的やや がり に らしい はやや がる また が である には に、 。 、

許容度 高 間 伝聞强 近 遠 時 許容度 一番高らしい の が く さらに ・ ・ の に らしい の が い、 。

觀点 同 方向 相乘効果 許容度 上 許容これは つの が じ で その で らしい の が がり ようだ の、 、

度 下 對 間 伝聞强 近 遠 場合 二 觀点が がったからである それに し ・ ・ の つまり つの の。 、 、

方向 同 場合 互 意味特徵 妨 結果 間 伝聞强 近 遠が じでない には いの が げになり その ・ ・、 、 、

場合 比 許容度 下 逆 許容度 上 判斷根の に べ らしい の はやや がり に ようだ の はやや がる、 、 。

據 伝聞 意味 强 間接的 場合 比 伝聞 意味 弱 間接的 場合が の が い な に べ の が い な には ようだ と、

許容度 差 見 伝聞的 意味 薄 話者 判らしい の の はそれほど られなかった これは な が くなり の。 、

斷 比重 大 場合 判斷根據 間接的 話者 判の が きくなったからである この には が であっても は。 、 、

斷根據 自分 解釋 入 根據 捉 伝聞 意味 强 場合 比を の を れた として えている そのため の が い に。 、

許容度 下 許容度 上 思べ らしい の が がり ようだ の が がったと われる、 、 。

以上 以下 判斷根據 直接的 主觀的 場合 判斷をまとめると のようになる が かつ である また、 。 、

根據 伝聞 意味 强 間接的 場合 命題 對 話者 態度 影響 受が の が い な には に する の の をあまり け、

直接的 場合 間接的 場合 主 用 判ず な には ようだ が な には らしい が に いられる しかし、 、 。 、

斷根據 客觀的 場合 伝聞 意味 弱 間接的 場合 命題 對 話者 態度が である と の が い な には に する の、

許容度 変 判斷根據 直接的 客觀的によって ようだ と らしい の は わる が かつ であっても、 。 、

話者 命題 對 遠 態度 取 場合 近 態度 取 場合 比 許容度が に し の を る は の を る に べ ようだ の は、

下 許容度 上 伝聞 意味 弱 間接的 場合 話者 判斷がり らしい の は がる また の の い な には の、 。 、 、

判斷根據 入 伝聞 意味 强 間接的 場合 比 許容度 上が に っているため の が い な に べ ようだ の は、 、

間接的根據 判斷根據 影響 受 許容度 高がるが という の も けるため らしい の も い、 。

次 韓國語 推量判斷形式 選擇傾向 見 全体的 判斷根據 命題に の の を てみよう は に や。

對 話者 態度 影響 受 用 確認 判斷に する の にあまり を けずよく いられることが できる は。

根據 直接的 場合 話者 命題 對 近 遠 態度 取 場合 主 用が な と が に し の を る に に いられる。

逆 判斷根據 間接的 場合 話者 命題 對 近 遠とは に と は が な と が に し の

場合 近 遠 態度 取 場合 用 遠 態度 取 場合 用より の を る によく いられることから の を る によく、

思 表 韓國語 場合 日本語 場合 差 明いられると われる から の も の ほどその が らかではな。 、

兩觀点 同 方向 場合 同 方向 場合 比 推量判斷形式いが が じ である は じ でない に べ それぞれ の、 、 、

許容度 差 大 確認 特 直 客 近 遠 間 伝聞强 近 遠の が きいことが できる に ・ ・ と ・ ・ の。 、

場合 許容度 差 大 見に の に が きく られた、 。

以上 疑問 分析 韓日兩言語 二 觀点 同 方向 場合の で とも つの が じ である は そうでな、 、 、

場合 比 推量判斷形式 選擇 差 明 確認 同い に べ それぞれ の の が らかであることを した これは、 。 、

方向 場合 推量判斷形式 意味特徵 明じ の それぞれ の が らかになるからである つまり アン、 。 、
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例文 意味特徵 推量判斷形式 意味特徵 合 場合 許容度 大幅 上ケートの の と の が う には が に が、

例文 意味特徵 推量判斷形式 意味特徵 眞逆 場合 許容度 大幅 下 例り の と の が の には が に がる、 。

直 主 近 遠 場合 許容度 一番高 許容度 一番低えば ・ ・ の に ようだ の が く らしい の が、 、

意味特徵 判斷根據 直接的 話者 命題 對 近 態度いのは ようだ の つまり が また が に し の を、 、 、

取 意味特徵 例文 意味特徵 合 結果 許容度 大るという と の が ったからであり その ようだ の が、 、

幅 上 思 對 意味特徵 判斷根據 間接的に がったと われる それに し らしい の つまり が また。 、 、 、

話者 命題 對 遠 態度 取 意味特徵 眞逆 許容度 大が に し の を るという と であるため らしい の は、

幅 下 思 言 換 判斷根據 直接的 場合 話者 命題に がったと われる い えれば ようだ は が な と が に。 、

對 近 態度 取 場合 用 逆 判斷根據 間接的 場合 話し の を る によく いられる に らしい は が な と。 、

者 命題 對 遠 態度 取 場合 用 韓國語 日本語 場合 同樣が に し の を る によく いられる も の と のこと。

言 例 表 直 客 近 遠 場合 許容度 高が える えば から ・ ・ の の が く。 、 、 、

許容度 低 分 判斷根據 直接的 場合 命の が いことが かる これは が が な と。

題 對 近 態度 取 場合 用 意味特徵 例文 直 客 近 遠 意に し の を る に いられるという と の ・ ・ の

味特徵 合 逆 許容度 低 意味特が っているからであり に の が いのはそういう、

徵 合 間 伝聞强 近 遠 場合 許容度 一と わないからである ・ ・ の に の が。

番高 分 判斷根據 間接的 場合 命題 對いことから かるように は が な と に し、

遠 態度 取 場合 用 直 客 近 遠 場合 許の を る によく いられるといえる そのため ・ ・ の には。 、

容度 低 思が くなったと われる。

二 觀点 同 方向 場合 二 觀点 意味特徵 互 妨 同また つの が じ でない には つの の がお い げになり、 、

方向 場合 比 推量判斷形式 選擇 差 鈍 表 直 客 近じ の に べ の の は くなる これは の ・ ・、 。

遠 直 客 近 遠 間 伝聞强 近 遠 間 伝聞强 近 遠と ・ ・ または ・ ・ と ・ ・ のそれぞれ、

推量判斷形式 許容度 差 比較 明 以上 結果 二 觀点の の を してみれば らかである の から つの は。 、 、

完全 異 意味特徵 互 影響 合 關係に なる ではなく お い し う であるといえる、 。

疑問 檢証 考察の と

檢証方法

疑問 本稿 取 上 兩觀点 同 方向 場合 觀点 推量判斷は で り げている が じ でない どっちの が、

形式 選擇 影響 与 際 韓日兩言語 優先の により を えるのかについてである また その において。 、 、

順位 違 疑問 本稿 兩觀点 同 場に いがあるのかどうかについての である そこで では が じでない。 、

合 韓日推量判斷形式 選擇傾向 差 探 結果 兩言語 推量判斷形式の の の を る その のそれぞれの。 、
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觀点 本稿 判斷根據 質 違 命題 對 話者 態度 片方 推が によって では の の い か に する の かの 、

量判斷形式 選擇 差 著 現 場合 觀点 言語 推量判斷形式 選擇の の がより しく れた は その の の、 、

影響 与 言語 推量判斷形式 選擇 觀点 觀点により を えているといえる つまり その の の に が。 、

優先に されるといえる。

分析及 考察び

章 表 兩觀点 含 分類別 許容度 表 判斷根據 質 違では の を んでいる の と の の の、

觀点 分析結果 比較 分析 行い の からの を しながら を う。

齋場 側 窓 白 淚 拭 十七 八 少女 私 見 拭の の に いハンケチでしきりと を いている ・ の を は た、 。

拭 淚 溢いても いても が れてくるようだ らしい。 再揭

收穫 殺 男 所 時 妙 女でも なんか はあったのかね うん された との へは に な がやってき、 、 、

たようだ らしい 女給風 女 泊 身元 分の で まっていったというが これも がさっぱり から。 、 、

ない。

直 客 近 遠 例 兩觀点 同 判斷 場合 含は ・ ・ の であり が じでないと される が まれている、

例 間 伝聞强 近 遠 例 兩觀点 同 判斷である また は ・ ・ の であり が じでないと されやす。 、

場合 例 旣 上述 判斷根據 直接的 場合 話者 命い の である に したように ようだ は が である と が。 、

題 對 近 態度 取 場合 用 判斷根據 直接的に し の を りやすい によく いられる の は であるが。 、

話者 少女 關係 話者 命題 對 近 態度 遠 態度 取 場合 例と の によって は に し の とも の とも れる の で

人中 人 人 表 直 客 近あり は ようだ が で らしい が であった の ・ ・、 、 、 。

遠 比 許容度 差 縮 許容度 高に べ ようだ と らしい の の は まったが ようだ の が い こう、 、 。

判斷根據 質 違 優先的 選擇 思いうことから ようだ は の の い によってより に されると われ、

旣 上述 判斷根據 伝聞 意味 强 間接的 場合 話者る また に したように らしい は が の が い な と。 、 、

命題 對 遠 態度 取 場合 用 分が に し の を る によく いられる しかし は という から かるよ。 、

判斷根據 伝聞 意味 强 間接的 命題 刑事同士 事件 關 事態うに は の が い であるが は の に する で、 、

話者 命題 對 職業柄上近 態度 取 思 二あるため は に し の を りやすいと われる そのため つの、 、 。 、

觀点 方向 同 推量判斷形式 選擇 見 人中 選 人の は じでない の の を ると ようだ を らんだ。 、

人 選 人 人 兩觀点 同 場合 表が で らしい を んだ は であった が じでない の は、 。 、

間 伝聞强 近 遠 同 方向 含 場合 変の ・ つまり じ が まれている とそれほど らなく、 、 、 らしい

方 用 確認の がよく いられることが できる こういうことから。 、 判斷根據 質 違らしい は の の い

優先的 選擇 思 日本語 判斷根據によって に されると われる つまり の ようだ と らしい は。 、

質 違 優先的 選擇の の い によって に されるといえる。
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次 韓國語 推量判斷形式 見 兩觀点 方向 同 場合 例は の を てみよう は の が じでない の、 。

である。

は 分 判斷根據 伝聞 意味から かるように は の が、

强 間接的 刑事 警部 會話 話者 事件 內容 命題 對い であるが は と との であり は の である に し、 、

職業柄上 近 態度 取 思 間 伝聞强 近 遠 人の を りやすいと われる ・ ・ である は、 。 、

中 人 人 人 人が が が が であった また、 、 、 、 。 、

他者 話 聞 推量判斷 分 話者 判斷は からの を いて しているが から かるように は、 、

根據 自分 解釋 推量判斷 判斷根據 伝聞 意味 弱 間接的を なりに し している つまり は の が い、 。 、

話者 警部 職業柄上 命題 對 近 態度 取 思であるが は という に し の を りやすいと われる、 、 。

人中 人 人 人 人は が が が が であった、 、 、 、 。

判斷根據 間接的 話者 命題 對 近 態度 取 場合 例は が で が に し の を る の であるが、

順番 許容度 高 場合 話者 命題の で が い の が。 、

對 近 遠 態度 取 關 許容度 高に し の を るにも わらず の が いことから の、

選擇 判斷根據 質 違 優先的 選擇 思 判斷根據 間接は の の い によって に されると われる また が。 、

的 關 許容度 極 低 命題 對 話であるにも わらず の が めて いことから は に する、

者 態度 優先的 選擇 思 判斷根據 間接的 關の によってより に されると われる また が にも わら。 、

許容度 高 命題 對 話者 態度 優先ず の が いことから は に する の によってより、

的 選擇 傾向 思に される があると われる。

次 表 表 比較 韓日兩言語全体 傾向 見 表は と を しながら の を てみよう と、 。

表 比較 韓日兩言語形式 判斷根據 命題 對 話者 態度を してみると とも と に する の によって、

許容度 差 見 判斷根據 直接的 場合 話者 命題對 近 態度その に が られる ようだ は が な と が し の。

取 時 一番許容度 高 直接 近 場合 用を る に が いことから ようだ は ・ の に いられるといえる。

對 判斷根據 伝聞 意味 强 間接的 場合 話者 命題 對 遠それに し らしい は が の が い な と が に し の、

態度 取 場合 一番許容度 高 間 伝聞强 遠 場合 用を る に が いことから らしい は ・ ・ の に いられ

命題 對 話者 態度 影響 受 判るといえる しかし ようだ と らしい は に する の の も けるが。 、 、

斷根據 質 違 觀点 優先的 選擇 確認 表の の い の によってより に されることが できる をみる。

直 主 直 客 間 伝聞弱 間 伝聞强 順 判斷根據 間接化 進と ・ ・ ・ ・ の に の が んで、
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考 場合 判斷根據 間接化 許容度 下いると えた ようだ は が すればするほど が がり らしい は、 、

上 日本語 命題 對 話者 態度 判斷根據 質 違 推量判斷がる は に する の より の の い によって。 、

形式 優先的 選擇 對 韓國語 日本語 比 差 日本語 明が に されるのに し は に べその が ほど らかでない、

場合 推量判斷形式 優先順位 傾向 見 判斷もあるが それぞれの で の が られる まず は、 。 、

根據 直接的 近 態度 取 場合 許容度 高 兩觀点 影響 受 幅が で の を る にやや が いが にあまり を けず、

廣 用 確認 判斷根據 直接的 場合 話者 命題 對く いられることが できる は が な と が に し。

近 態度 取 場合 用 兩觀点 影響 受 判斷根據 質 違の を る によく いられ の を けるが の の い より、 、

命題 對 話者 態度 許容度 差 大 命題 對 話者 態度に する の でやや の が きいことから に する の、

優先的 選擇 傾向 思 對 判斷根據によってより に される があると われる それに し は。 、

間接的 場合 話者 命題 對 遠 態度 取 場合 用 兩觀点 影響 受が な と が に し の を る によく いられ の を、

思 判斷根據 質 違 許容度 差 大けるとは われるが の の い でやや の が きいことから、 、

判斷根據 質 違 優先的 選擇 傾向 思は の の い によってより に される があると われる は。

判斷根據 間接的 場合 話者 命題 對 遠 態度 取 場合 用 兩觀点が な と が に し の を る によく いられ の、

影響 受 思 近 態度 取 時 殆 用 遠 時 許容度 上を けるとは われるが の を る に ど いられず の に が がる、 、

命題 對 話者 態度 優先的 選擇 思ことから は に する の によってより に されると われる。

及 今後 課題まとめ び の

以上 判斷根據 質 違 命題 對 話者 態度 二 觀点 含の の い と に する の の つの を んだアンケー、

結果 韓日兩言語 推量判斷形式 選擇 傾向 分析 本稿 大勢 人トの から の の の を した では の に、 。 、

實施 二 觀点 推量判斷形式 選擇傾向 客觀的 見アンケートを することによって つの による の を に、

本稿 先行硏究 述 二 觀点 同時 見せることができた また では でそれぞれ べられてきた つの を に。 、

先行硏究 明 二 疑問 考察ていくことによって では らかにされなかった つの について することが、

本稿 二 觀点 方向 同 場合 場合 許容度 差できた では つの の が じである とそうでない に がある。 、 、

疑問 考察 行 二 觀点 同 方向 場合 觀点のかについて を い また つの が じ でない どっちの、 、

優先的 推量判斷形式 用 優先順位 韓日兩言語によって に が いられるのか また があるとしたら に、

差 疑問 考察 行 結果 疑問 兩觀点はあるのか について を った その については の。 、 、

方向 同 場合 場合 比 推量判斷形式 選擇 差 大が じである は そうでない に べ の の が きくなること、 、

確認 二 觀点 相乘効果 起 述 例文 意味を した また これは つの の が こったからであると べた の。 、 。

特徵 推量判斷形式 意味特徵 合 場合 許容度 大幅 上 例文 意味特徵 推と の が う には が に がり の と、

量判斷形式 意味特徵 合 場合 特 眞逆 場合 許容度 大幅 下の が わない に の には が に がる また、 。 、

直 主 客 近 遠 場合 許容度 高 間 伝聞强 近 遠 場合ようだ は ・ ・ の に が く ・ ・ の に、

許容度 一番低 判斷根據 直接的 場合 話者 命題 對 近が いことから ようだ は が な と が に し の、 、
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態度 取 場合 用 述 對 間 伝聞强 近 遠を りやすい に いられると べた それに し らしい は ・ ・。 、

場合 一番許容度 高 直 主 客 近 遠 場合 一番許容度 低の に が く ・ ・ の に が いことから、 、 ら

判斷根據 間接的 場合 話者 命題 對 遠 態度 取 時 用しい は が な と が に し の を りやすい によく いられ

述 本稿 直 主 客 近 遠 場合 間 伝ると べた また では ようだ が ・ ・ の に らしい が ・。 、 、

聞强 近 遠 場合 一番許容度 高 二 觀点 相乘効果 述・ の に が いのは つの の によるものであると、

韓國語 判斷根據 直接的 場合 話者 命題 對 近 態度べた においては は が な と が に し の。 、

取 場合 用 對 判斷根據 間接的 場合を りやすい によく いられるのに し は が な、

話者 命題 對 遠 態度 取 場合 用 述と が に し の を りやすい によく いられると べた また アンケート。 、

結果 二 觀点 影響 受 用 述の から は つの にあまり を けずよく いられると べた さらに、 。 、

韓國語 場合 日本語 場合 同樣 例文 意味特徵 推量判斷形式 意味特徵 合 場合の も の と の と の が う、

相乘効果 許容度 一番高 眞逆 場合 許容度 一番低 述 本には その で が く の の は いと べた また、 、 。 、

稿 韓日兩言語 二 觀点 同 方向 場合 同 方向 場合 比 推量判では とも つの が じ でない は じ の に べ、 、

斷形式別 許容度 差 鈍 述 二 觀点 意味特徵 互 妨の の が くなると べ これは つの の がお いの げになっ、

述 本稿 分析結果 二 觀点 互 影響 合 關係たからであると べた また では から つの はお い し う であ。 、

指摘ることも した。

疑問 日本語 場合 判斷根據 質 違 觀点については の は の の い の によって ようだ と、 ら

選擇 差 大 判斷根據 質 違しい の の が きいことから ようだ と らしい は の の い によってより、

優先的 選擇 述 對 韓國語 場合 日本語 二 觀点 優先順に されると べた それに し の は ほど つの の。 、 、

位 明 場合 優先順位 傾向 確認が らかでない もあるが の は することができた、 。

命題 對 話者 態度 選擇傾向 大 命題 對 話者 態は に する の によって がやや きいことから に する の

度 優先的 選擇 傾向 述 對 判斷根によってより に される があると べた それに し は。 、

據 質 違 選擇傾向 大 判斷根據 質 違 優の の い によって がやや きいことから の の い によってより

先的 選擇 傾向 述 二 觀点 影響に される があると べた また は つの にあまり されず よ。 、 、

用 述く いられると べた。

本稿 分析結果 先行硏究 述 二 疑問 考では アンケートの から で べられなかった つの について、 、

察 行 分析結果 理由 述 今後を ったが そのような をもたらした については べていない それぞ、 。 、

推量判斷形式 構成要素 語 意味 理由 考れ の の の からその について えたい。
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要 旨

本稿 推量判斷形式 硏究對象は ようだ らしい と の を とし

上 擧 推量判斷形式 主 判斷根據 質 違 命題 對 話者ている で げている については に の の い と に する。 、

態度 觀点 分析 行 本稿 判斷根據 質 違 命題の のそれぞれの から が われてきた そこで では の の い と。 、

對 話者 態度 二 觀点 含 實施 先行硏究 述に する の の つの を んでいるアンケートを し では べられなかっ、

二 觀点 關連性 韓日兩言語 二 觀点 優先順位 考察た つの の と における つの の について した アンケートの。

分析結果 韓日兩言語 兩觀点 同 方向 場合 相乘効果 起 推量判斷形において が じ である は が こり、 、 、 、

式別 許容度 差 著 確認 對 兩觀点 同 方向 場合 互の の が しくなることを した それに し が じ でない は お。 、 、

意味特徵 妨 推量判斷形式 許容度 差 兩觀点 同 方向 場合 比 鈍いの が げになり の の は が じ の に べ くなる、

確認 本稿 二 觀点 優先順位 判斷根ことも した また では つの の について ようだ と らしい は。 、 、 、

據 質 違 觀点 優先的 選擇 述 對 韓國語 場合の の い の によって に されると べた それに し の。 、 、

命題 對 話者 態度 觀点 優先的 選擇 對と は に する の の によって に されるのに し、

判斷根據 質 違 觀点 優先的 選擇 述は の の い の によって に されると べた また については。 、 、

二 觀点 影響 受 用 述つの の をあまり けずよく いられると べた。

判斷根據 質 違 命題 對 話者 態度 兩觀点 同 方向 場合キーワード の の い に する の が じ である、 、 、

兩觀点 同 方向 場合 相乘効果 妨 優先順位 意味特徵が じ でない げ、 、 、 、

住 所 茨城 市天久保つくば カルムブリィアント

電 話


